
取組と目標に対する自己評価シート（フェイスシート）① 
タイトル：自立した生活を続けるための介護予防・生きがいづくり支援 

 
現状と課題 

○運動や社会参加など高齢者が日常的に取り組める介護予防活動の支援、高齢者の持つ知識や経験、能

力を発揮することで生きがいや充実感を高めることのできる機会を確保することが必要です。 

○高齢化や生産年齢人口の減少により、今後介護の担い手は不足すると考えられ、これまで以上に介護

予防や重度化予防に取り組むことが求められます。 

第９期における具体的な取組 

●介護予防グループの活動充実に向けた支援 

●ニーズに応じた多様な介護予防教室の開催 

●介護予防の普及啓発 

●リハビリ専門職との連携強化 

 

目標（事業内容、指標等） 

●介護予防普及啓発・地区介護予防教室事業及び介護予防活動支援事業の実施 

【評価指標】介護予防活動への参加率（参加者数/高齢者人口） 

・〔実 績〕R1:6.7%、R5:6.6%（見込み）、 

・〔目標値〕R6:7.0%、R7:7.5%、R8:8.0% 

●地域リハビリテーション支援事業の実施 

【評価指標】介護予防グループ等へのリハビリ専門職の派遣回数 

・〔実 績〕R1:19 回、R5:12 回（見込み）、 

・〔目標値〕R6:12 回、R7:12 回、R8:12 回 

 

目標の評価方法 

 時点  □中間見直しあり ■実績評価のみ 

 評価の方法 
●介護予防普及啓発・地区介護予防教室事業及び介護予防活動支援事業の実施 

◆介護予防活動への参加者数を計上 

（地区介護予防教室の実参加者数＋介護予防グループ実参加者数＋伊達はつらつ元気塾実参加者数＋

地区介護予防教室実参加者数の合計/当該年度末６５歳以上人口×100） 

●地域リハビリテーション支援事業 

 ◆介護予防グループ等へのリハビリ専門職の派遣回数を計上 

 

 

 

 

 



取組と目標に対する自己評価シート① 
年度：令和６年度 

 

実績評価 
実施内容 

【地区介護予防教室の実施（一体的実施）】 

・保健師・管理栄養士派遣：３か所 

・長和・舟岡・大滝区：計 14回 参加者実 97 名 延 407 名 

・新規介護予防Ｇ立ち上げ支援：舟岡地区１か所 

【介護予防普及啓発事業の実施】 

・計 20 回 参加者 651 名 

◆介護予防活動への参加率：R6 7.2％ 

【地域リハビリテーション支援事業の実施】 

・３か所 計９回 参加者実 53 名 延 135 名 

◆介護予防グループ等へのリハビリ専門職の派遣回数：R6 ９回  

自己評価結果【○】 

●介護予防活動への参加率は、令和５年度・令和６年度から活動開始した新規グループも加わり、伊達地

区の全域にて介護予防グループ活動が行われていること、地区介護予防教室に多くの参加者があったこ

とで目標値を上回る結果となりました。 

●リハビリ専門職の派遣回数は目標値を下回っているものの、理学療法士・作業療法士・言語聴覚士の３

職種による専門的な講座を網羅する形で展開できています。また、リハビリ専門職の派遣を経験した介

護予防グループが自ら宅配講座を活用し、リハビリ専門職を講師に招き継続的に指導を受けるなど、効

果的な介護予防活動につながっていると言えます。 

 

課題と対応策 

●次年度以降は既存の介護予防グループの持続可能な活動に向けた支援を行っていきます。 

●地域リハビリテーション支援事業では、既に指導を受けたグループについて、指導の効果検証を行い、

効果的な介入方法や指導内容について検討していく必要があります。 

  



取組と目標に対する自己評価シート（フェイスシート）② 
タイトル：支え合って暮らせる地域づくりの推進 

 
現状と課題 

○高齢者一人暮らし、高齢者のみ夫婦世帯等、高齢者のみで構成される世帯の割合は増加傾向にありま

す。 

○介護や支援が必要になっても、高齢者が住み慣れた地域の中で生活していくためには介護保険サービ

スだけでなく、地域の多様な社会資源の活用や、元気な高齢者も地域の担い手として支え合い、地域全

体で高齢者や高齢者を支える家族を支援する体制づくりが必要です。 

第９期における具体的な取組 

●生活支援体制の整備 

●大滝区における地域支援 

 

 

目標（事業内容、指標等） 

◆生活支援ボランティア数 

〔実 績〕R1:0 名、R5:10 名（見込み）、 

〔目標値〕R6:20 名、R7:30 名、R8:40 名 

◆生活支援担い手養成研修修了者数（累計） 

〔実 績〕R1:32 名、R5:53 名（見込み）、 

〔目標値〕R6:58 名、R7:63 名、R8:68 名 

◆高齢者生活援助事業利用回数（大滝区） 

〔実 績〕R1:54 回、R5:158 回（見込み）、 

〔目標値〕R6:160 回、R7:160 回、R8:160 回 

 

 

目標の評価方法 

 時点  □中間見直しあり ■実績評価のみ 

 評価の方法 
・上記評価項目の計上及び事業実施状況の確認 

 

 

 

 

 

  



取組と目標に対する自己評価シート② 
年度：令和６年度 

 

実績評価 
実施内容 

【生活支援モデルプロジェクトの実施】 

・長和 利用者１名、支援者２名／山下 利用者１名、支援者１名 

◆生活支援ボランティア数 R6:３名 

【生活支援担い手研修の実施】 

◆生活支援担い手養成研修修了者数（累計）R6:54 名 

【生活支援体制整備事業の見直し】 

・事業の推進に向けての会議 ５回  

・研修の実施 ２回 

【高齢者生活援助事業（大滝区）】 

・高齢者生活支援事業：実 15名、延 149 名 

◆高齢者生活援助事業利用回数（大滝区）R6:149 回  

 

自己評価結果【○】 

●生活支援ボランティア数は少ないものの、モデルプロジェクトは継続的に活動できています。 

●生活支援担い手養成研修は受講者が２名と少なかったものの、受講者の満足度は高い結果となりまし

た。 

●大滝区の高齢者生活援助事業は支援内容のほとんどが雪かきで、利用回数はその年の降雪量に左右さ

れています。転入者には必ず周知しており、必要な人が利用できていると考えられます。 

 

課題と対応策 

●令和６年度は生活支援体制整備事業の推進に向け、関係機関と共同で事業理解を深めるための研修や

体制再構築に向けての会議を実施し、次年度以降の事業の方向性や役割分担を明確にしました。次年度

以降は、新たな役割分担のもと、ニーズとできることのマッチングシステムの構築を目指して取り組む

予定です。 

●生活支援担い手養成研修は受講者が２名と少なく、周知が課題となりました。受講者の満足度は高い

ため、周知に力を入れていきます。 

●大滝区の高齢者生活援助事業は今後も利用者への周知を図っていきます。 

 

 
 
 
 
 
 



取組と目標に対する自己評価シート（フェイスシート）③ 
タイトル：自分らしく安心して暮らせる環境の整備 

 
現状と課題 

○多くの高齢者が、人生の最期まで、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けたいと望んでいます。 

○高齢化に伴い、介護度の重度化が進み、医療ニーズの高い高齢者も増えると考えられます。 

○医療と介護の両方を必要とする状態になっても、望む生活を継続できるよう医療と介護をはじめ、高

齢者を支援する関係者が協働し、地域の課題に対応していくことが必要です。 

第９期における具体的な取組 

●在宅医療と介護の連携 

●在宅医療に関する普及啓発 

●認知症の普及啓発と本人発信支援 

●認知症の方と家族介護者の支援の充実 

●高齢者虐待防止、詐欺被害防止の推進 

 

目標（事業内容、指標等） 

◆多職種勉強会・専門職研修参加者数 

〔実 績〕R1:336 名、R5:210 名（見込み）、 

〔目標値〕R6:250 名、R7:300 名、R8:300 名 

◆ステップアップ講座受講者数 

〔実 績〕R1:実施なし、R5:5 名（見込み）、 

〔目標値〕R6:10 名、R7:20 名、R8:20 名 

◆虐待予防講座・研修実施回数 

〔実 績〕R1:0 回、R5:0 回、 

〔目標値〕R6:1 回、R7:1 回、R8:1 回 

 

目標の評価方法 

 時点  □中間見直しあり ■実績評価のみ 

 評価の方法 
・上記評価項目の計上及び事業実施状況の確認 

 

 

 

 

 

  



取組と目標に対する自己評価シート③ 
年度：令和６年度 

 

実績評価 
実施内容 

【在宅介護・医療連携支援センターとの協働】 

・多職種勉強会 ４回 延 195 名 

・専門職研修会 ２回 延 128 名 

◆多職種勉強会・専門職研修参加者数 R6:323 名 

【認知症の正しい理解の普及推進】 

・認知症サポーター養成講座 14 回 295 名 

◆ステップアップ講座受講者数 R6:15 名 

【チームオレンジの取組の推進】 

・チームオレンジ“あい彩（いろ）の会”の発足 

【高齢者虐待防止の推進】 

 ・多職種勉強会として、高齢者虐待防止研修の実施 再掲）1回 48 名 

 

自己評価結果【◎】 

●在宅介護・医療に関する多職種勉強会・専門職研修会については、ニーズに即したテーマ設定を行ったこと、

周知に力を入れたことで、多数の参加につながったと考えられます。 

●令和６年度よりチームオレンジの取組が本格始動し、それに伴いステップアップ講座の受講者も増加しまし

た。 

 

課題と対応策 

●在宅介護・医療に関する連携や普及啓発については、次年度以降も現場の声、地域住民の声を聴きながら、

地域課題に対応できる内容で事業を展開していきます。 

●認知症に関する支援については、本人発信の取組には着手できていないため、次年度チームオレンジの取組

を通して展開方法について検討していく予定です。 

 

 
  



取組と目標に対する自己評価シート（フェイスシート）④ 
タイトル：介護保険サービス提供体制の整備 

 
現状と課題 

○ケアの質を確保しながら必要なサービスを維持していくため、介護人材の確保や定着に向けた取組に

加え、資質向上、業務の効率化等の支援を行う必要があります。 

第９期における具体的な取組 

●サービス基盤の整備 

●介護人材の確保や業務の効率化等に向けた支援 

●適切な介護サービスの利用促進（適正化計画） 

●災害や感染症対策等に係る関係機関の体制整備 

目標（事業内容、指標等） 

 

目標の評価方法 

 時点  □中間見直しあり ■実績評価のみ 

 評価の方法 
・事業実施状況の確認 

 

 

 

 

 

  



取組と目標に対する自己評価シート④ 
年度：令和６年度 

 

実績評価 
実施内容 

●介護人材の確保や業務効率に向けた取組 

・新）「介護のしごと」の情報発信…出前講座時パンフレットの配付 

小学校３回、中学校３回、高等学校２回 計８回 

・新）リハビリ専門職との協働によるノーリフティングケアの普及推進 

研修：111 名、展示体験会：46 名、先進施設見学：47名 

・新）奨学金返還支援事業（医療・福祉・保育分野） 

 申請者７名中介護分野１名  

●運営指導：３回、集団指導：１回、施設運営推進会議：49 回 

●防災研修：47 名 

 

自己評価結果【○】 

●介護人材不足への対策として、小・中・高校での出前講座にて介護の仕事のパンフレットを配付し、介

護の仕事に関心を持つ動機付けを行いました。 

●また、令和６年度よりリハビリ専門職との協働により試行的にノーリフティングケアの普及推進の取

組を行いました。 

 

課題と対応策 

●介護を行う人の心身を守るとともに、介護を受ける人の自立度を下げない取組として、令和７年度よ

り本格的にノーリフティングケア普及推進事業を展開していきます。 

 


